
さつまビタミンロードの取り組みを学校給食に展開：薩摩の生んだ 2 人の科学者からの学び 

 

衛生学・健康増進医学、教育学部附属小学校、（公社）鹿児島県栄養士会 

衛生学・健康増進医学（堀内正久、牛飼美晴）、教育学部附属小学校（松窪久美子） 

 

04:教育     

03:保健     

05:ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ    

 

【活動の背景・目的】 

鹿児島は「食と健康」に関する 2 人の偉人（高木兼寛氏：鹿児島大学医学部の前身の医学校

の出身、丹下ウメ氏：鹿児島大学教育学部の前身の鹿児島女子師範学校の出身）を輩出して

いる。しかし、その知名度は、地元の鹿児島県内においても低い。2 人の業績の周知を目的に

令和６年度に鹿児島観光コンベンション協会の協力のもと、「さつまビタミンロード」の HP

の作成を行った。 

https://www.kagoshima-yokanavi.jp/itinerary/satsuma-vitamin 

令和７年度以降、小学校や中学校の学校給食において、2 人の業績に関係する「ゆかりの食」

を記念日を設定し提供することで、2 人を広く周知するとともに、自律的な生涯教育につな

がる質の高い教育の提供を目的とした活動を進める。 

 

【活動の概要】 

本取り組みの基盤となる「さつまビタミンロード」の HP を令和 6 年度に開設した。令和 7

年度には、鹿児島市教育委員会の依頼で、学校給食業務職員研修会でセミナーを担当した。

その後、県栄養士会と協議の上、鹿児島大学附属小学校で、令和 7 年 11 月に「ゆかりの食」

の提供が企画された。また、附属小学校の図書室に関連書籍を展示した。さらに、各地域の

小中学校（給食センターを含む）の協力を得て、給食活動を通じて、子供たちや保護者に食

と健康に関わる郷土の偉人を知ってもらうとともに、2 人の業績を知ることでビタミンと健

康について考える機会を作ることを試みる。また、鹿児島県栄養士会を通じ、学域における

講師講演等でもできる限り広報する。 

 

 

 

 

  


